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	報 告 者
	クラブ　中央区ヨット連盟ジュニアヨットクラブ

学年　中学１年　　　　　　　　　　氏名　辻　アンナ

	大 会 名
	World Sailing Championship 2012

	開 催 地
	DOMINICAN REPUBLIC

	大 会 期 間
	7月１５日〜7月２５日

	セールNo
	JPN３２１２
	最 終 順 位
	１２７位


	気温、水温、ウエアについて
	ドミニカ共和国は日本と違ってとても気温が暑く水分がかかせませんでした。

水温もあったかくクールダウンとして入るにはちょうど良い温度でした。

毎日、速乾Tシャツにしたは短パンというとても涼しい格好で海に出ました。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	海上は天気が関係していることが多かったです。ふれがとても多かったです。

波は軽風でもやや高めで、走りにくい海面だと思いました。

	セッティングで注意したこと
	なるべくラフは緩めにセットし、ブラックバンドやガラミにも気を付けました。　チャーターボートが壊れていないか等のチェックは気にかけました。

	セーリングで注意したこと
	波にたたかれないよう、シートトリムは常にしていました。

スピードだけでは勝てないのでスピードと登り角度の両方に気をつけるのはとても難しかったです

	海上で練習したこと
	風が強いときはハイクアウトをしながらうまく波をよけたり、クローズではみんなで走り合わせスピードを高め合ったりしました。

	実際のスベリはどうでしたか？
	早いシンガポール選手は、登り角度がとてもいい状態なのにスピードがとても早くてびっくりしました。

私も登り角度とスピードに気をつけて走りましたが、かないませんでした。

	スタートは、どうでしたか？
	思ったより混んではいなかったけれど、スタートの直前になると、急に前に出れなくなったりしてむずかしかったです。　海外の選手はスタート時の加速が良かったです、

	コース戦略はどうでしたか？
	ふれに合わせて走るのが一番早いと思ったけれど、ふれを予測するのがとても難しかったので自分の思っている通りにはできませんでした。

	自分より上位の選手との違いは？
	クローズでは、スピードと登り角度とシートとリムだと思いました。

アビームとフリーでは、波に長く乗ることとシートとリムだと思いました。

	国内の練習で役立ったこと
	混戦のなかでのスタート練習。

日頃のスピード、シートトリムの練習。

ヘダーとリフトを予測する練習。

	国内の練習で足りなかったこと
	ランニングで出来るだけ長く波に乗る練習。

スピードと登り角度同時に気にする練習。

スタート後どんな状況にあっても加速出来るような練習。

波に合わせたシートとリムの練習。

	印象に残った外国選手は？
	やはり、１位のyokoyama  yukieさんとシンガポールチームのもう一人の女の子でジェシカさんという２人の選手が印象に残りました。

ユキエさんは背が小さいのにどんな風でも乗りこなしていてすごいと思いました。

ジェシカさんは背が高いのにどんな風でも乗りこなしていてすごいと思いました。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	実際にレースをするまではもう少し上の順位をとれると思っていましたが、レースをしてみると自分の実力不足を感じました。これからもっと練習して海外でも通用するセイラーになりたいです。

	今後の課題と目標は？
	全日本で優勝すること、世界選手権に出場することが目標です。課題は来年の世界選手権では世界に通用するような走りでレースに臨むことです。

	JODAへの要望
	特にありません。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
